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  ※津田大介が7月30日から2週間ほど入院していた関係で、「140字で答えるQ&A」は今回休載いたします。


  ※お盆期間中のため、今号は8月8日配信分と8月15日配信分の合併号となります。8月22日発行予定号から通常配信に戻ります。

  


  津田大介の「メディアの現場」は第1〜第4水曜日発行で月額630円。ご購読のお申し込みは、次のメルマガスタンドで。


  ●夜間飛行

  http://bit.ly/QKPF9h


  【夜間飛行のいいところ】

  ・メルマガが分割されずに届く（携帯電話で購読される方はキャリアの技術仕様によって分割される可能性があります）

  ・電子書籍フォーマット「EPUB」で読める

  ・ドコモとauでのキャリア決済が可能


  【決済方法】

  ・PayPal（クレジットカード）

  ・ドコモケータイ払い（スマートフォン決済には近日中に対応予定。現在はフィーチャーフォンのみ対応）

  ・auかんたん決済（スマートフォン決済にも対応）


  ●まぐまぐ

  http://bit.ly/S2sDWA


  【まぐまぐのいいところ】

  ・電子書籍フォーマット「EPUB」で読める


  【決済方法】

  ・クレジットカード


  ●タグマ！

  http://bit.ly/MuCiCB


  【タグマ！のいいところ】

  ・ウェブサイト上でブログのように読むことができる

  ・決済方法が豊富で、クレジットカードを持っていなくても購読できる


  【決済方法】

  ・クレジットカード（Visa、Master、JCB、AmericanExpress）

  ・コンビニ決済（セブンイレブン、ローソン、ファミリーマート、サークルK、サンクス、ミニストップ、デイリーヤマザキ）

  ・銀行振込（Pay-easy）


  ●BCCKS

  http://bit.ly/MjgGxU


  【BCCKSのいいところ】

  ・洗練されたデザインで本のように読むことができる

  ・スマートフォンのアプリで読むことができる


  【決済方法】

  ・クレジットカード（VISA、Master、JCB、AMEX、DINERS）

  


  今週のニュースピックアップ Expanded

  


  津田大介が今気になっているニュースを毎週1つピックアップし、解説します。「Expanded」では、話題のトピックの背景をよく知るキーパーソンに津田大介がインタビューします。〔毎号配信〕


  この7月1日、飲食店における牛の生レバー提供・販売が禁止されました。そしてここしばらく、ウナギの価格高騰に関するニュースが世間を騒がせています。こうした出来事ひとつひとつは小さなものかもしれません。しかし、これが積み重なれば、日本の食文化に大きな影響を及ぼすのではないか。そもそもなぜ今、食に関する問題が噴出しているのか。今回は農産物流通・ITコンサルタントの「やまけん」こと山本謙治さんをお招きし、牛生レバー規制を皮切りに「日本の食」をめぐるお話を伺いました。


  やまけんさんがフジテレビ系で日曜に放映中のニュース番組『新報道2001』[*1] で取材を受けました。テーマは「肉」。8月19日（日）朝7時30分から放映予定です。インタビューを読んで興味を持った方は、ぜひご覧になってください。

  


  ◆牛生レバーの規制、ウナギの価格高騰……日本の食はなぜ今、変調をきたしているのか？


  津田：最近、食に関する問題が世間を賑わせています。ひとつには、少し前に話題になった「牛レバ刺し全面禁止」。昨年、焼肉チェーン店でユッケなどを食べた客が相次いで食中毒を発症し、死者5名を出す事態に発展しました。[*2] この事件がきっかけとなって厚労省は生肉を規制する方向に動き、今年7月1日からは飲食店での牛生レバー提供・販売が禁止されています。[*3] もうひとつ気になるのは、ウナギの乱獲です。シラスウナギが大不漁で価格が高騰し、「いい儲けになるから」として密漁が横行し、逮捕者まで出ています。今や「このままではウナギ資源が枯渇するのではないか」と懸念されるまでになっていますよね。[*4] こうした現状を見ていると、今後、日本の食に対する規制が強化されていくんじゃないかという危惧がありまして……。食の規制は、ひいては日本の食の流通、食文化のあり方に影響を及ぼしてくるでしょう。そこで本日は、昨年11月このメルマガでも対談をお願いし、[*5] 農作物の生産・流通という点から日本の食を解き明かしてもらった農産物流通コンサルタントの「やまけん」こと山本謙治さんに再度ご登場いただき、消費者として気になる食の規制や流通をめぐる問題についてお話を伺っていきます。


  山本：やまけんです。よろしくお願いします。


  津田：まず、牛生レバー規制のきっかけとなった一連の食中毒事件を振り返っておきましょうか。焼肉チェーン店「焼肉酒家えびす」で2011年4月下旬から5月にかけて、ユッケなどの生肉を食べた客181名が食中毒になり、うち5名が死亡した。この食中毒の原因は、O111やO157といった腸管出血性大腸菌でしたよね。


  山本：今回の食中毒で致命的だったのは、原因が腸管出血性大腸菌だったということなんですよね。食中毒にもピンからキリまでありますが、O111やO157は毒性が強く、特に幼児などには劇症を引き起こすものだったわけです。肉の生食による食中毒で多いのは、「カンピロバクター」という細菌 [*6] によるものなんですよ。この場合、腹痛や下痢といった症状はあるけれど、死に至ることはほとんどない。筋肉を動かす運動神経に障害が起こるギラン・バレー症候群の原因になることもあるので注意は必要ですが、こちらも亡くなるケースはまれです。だから、食中毒の怖さって忘れられがちだったんですよね。


  津田：でも、今回は食中毒の原因がカンピロバクターではなく腸管出血性大腸菌で、人が犠牲になってしまったと。


  山本：はい。農薬中毒や放射線中毒をはじめ、世の中にはいろいろな中毒があるけれども、急性の症状でいきなり人が死ぬという例は、実際のところそんなに多くないですよね？ しかし食中毒の場合、誰でも罹患（りかん）する可能性があるし、菌によっては突発的に死んでしまうことだってあるわけです。


  津田：なぜここまで規制が急速に進んだのか。やはりそれは、この事件を起こした「焼肉酒家えびす」の運営会社フーズ・フォーラスの管理体制に問題があったからですかね。実際これだけの被害者が出たわけですから、厚労省も規制に乗り出さざるを得なかった？


  山本：もちろん「食中毒で死者を出す」なんて絶対にあってはならないことだし、調理室の細菌検査を2年間行っていなかったというフーズ・フォーラスの衛生管理体制にも問題があった。[*7] でも、直接の規制のきっかけになったのは、メディアによる過熱報道だったんじゃないかと思います。今の日本のメディアって「庶民の側に立った報道」みたいなことを必ず標榜しているわけでしょう？ そうして国民の感情を煽っていくと、最終的には必ず行政が悪者にされる。国だって、あまりにも批判が集中すれば「じゃあ規制すればいいんですよね」というふうになるのは仕方ない。今回も世論の盛り上がりがちょっと異様でしたよね。たとえばこれが20年前今みたいにメディアが騒ぎすぎない時代だったら、厚労省も動く必要がなかったかもしれないし、ここまでの事態にはならなかっただろうという気はします。


  津田：メディアが世論を煽ったことで、食に公的な規制が入るという意味で思い出すのは、2008年7月に起きた「こんにゃくゼリー」騒動です。あれはある種象徴的な出来事で、1歳9か月の男児が凍らせたこんにゃくゼリーを喉に詰まらせて死亡した。[*8] その事件をきっかけに、国会議員やマスメディアが菓子メーカーの企業責任を過剰に追及しました。[*9]


  山本：あの時もひどかった。厚労省が2007年度（平成19年度）の特別研究事業として窒息事故の原因を調査していて、その結果を見ると、餅による事故がダントツで多かった。[*10] それで当時ネットでは、「それなら餅を規制しろよ」という批判がありましたよね。


  津田：期限切れ原材料を使って問題になった2007年の「不二家事件」では、メディアが過剰に不二家を叩くなかで、TBSが「不二家が賞味期限の切れたのチョコレートの包装をし直したり、溶かし直して再使用していた」という事実無根のねつ造報道を行い、放送倫理をめぐって国会でも紛糾することになりました。[*11] 日本人は食に対する怒りはものすごいし、メディアも煽れば煽るほど商売になるから、それが行きすぎるとTBSのようなことが起きる。今回、牛生レバーが規制されるに至ったのもメディアがその責任の一端を担っているのは間違いない。そういう文脈でのメディア批判をしていくとキリがないんですが、今回のインタビューについてはそれが本筋の話ではないので、一度食中毒問題に話を戻します。僕が気になるのは、そもそも今回の食中毒は防げなかったのか、というところなんです。そのあたりはいかがですか。


  山本：肉の生食は本来、禁忌とされるもの要するに「タブー」なんですよ。牛でも魚でも生肉である以上、雑菌繁殖率が高いわけで、基本的には「リスクが高い」食べものです。けれど日本には昔から刺身や寿司を食べる文化があるから、魚に関しては鮮度を維持するための冷蔵・冷凍技術や交通網、そして調理技術が発達している。食べ手となる消費者にもリテラシーがあるから、くんくんと匂いを嗅ぐなりして「これはちょっとやばいなぁ」と判断もできるわけです。一方の肉は、生食用に屠畜・解体処理されることは事実上ほとんどないし、流通・販売で生食を楽しむためのルートやノウハウもない。だから、肉を生で食べるということは本来、流通状態がいい一部の店なんかで、ひそかに楽しむものだったんです。「この肉は屠畜場から持ってきたばかりだから、新鮮だよ。本当はダメなんだけど、刺身にして食っちゃう？」ってね。


  津田：確かに僕が子どもの頃は、肉を生で食べるという習慣はほとんどありませんでした。生肉が広く食べられるようになったのは、いつごろからなのしょうか？


  山本：あちこちの店で提供し始めたのは、グルメブームが起こった1990年代以降のバブル期だと思うんですよね。僕は仕事で飲食の紹介記事を書くこともあるから、いろいろな店に取材に行っていたわけですよ。で、焼肉店なんかで食事していると、「実はその肉、刺身でもいけるんです」と店主が自慢気に言って、ニヤリと笑う。「刺身でいけます」これが商品をアピールする際の合言葉になっているんだよね。それは本来、肉は生で食べちゃダメだという「常識」があったからこそ成り立つ記号でもあるわけです。それなのに「生でいけますよ」を謳う店が増えるにつれて、食べる側の敷居も低くなっていった。「なんだ、生で大丈夫なんじゃん」というふうにね。一方で物流のクオリティも上がったから、きちんと冷蔵された状態で肉を選び、雑菌を繁殖を抑えることができたという側面はあります。でもやはり、「生でいけます」が一般化したことで、警戒すべき肉の生食に対して意識が低くなってしまったのは事実だと思いますね。


  津田：だとすると、危険性をよく知っているやまけんさんは生肉は食べないんですか？


  山本：僕は畜産業界でも仕事をしているから、生肉を提供される機会は多いです。でも、基本的に生産者や流通段階がわかる状況でしか食べないですよ。あと、自分でも肉用牛を何頭か所有しているんですね。そういう自分の牛のモモ肉などを生で食べることはあります。どのように屠蓄し、どんな環境で肉を熟成して、どんな流通経路で届いたか要は安心して食べられる肉だと判断できるなら、自己責任で生で食べるのはOKだと思っているんです。


  津田：じゃあ、牛の内臓の場合も事情は同じで、その安全性が確認できるならOKだと。


  山本：う〜ん、内臓のことになると、話がやっかいになってくるかな。そもそも、屠畜した牛から内臓を抜き出し、それを個体別にきちんと管理できるかというと、それが難しいんです。食肉処理施設では、いわゆる精肉になる部分と内臓の管理は分かれていることが多くてね。だから一般的な焼肉店でも、牛の生肉と内臓を、それぞれ別ルートから仕入れることが多いんですよ。よくモツが自慢のお店ってあるでしょ？ ああいうお店は内臓専門の業者さんと組んで、流通ルートを確保しているんですよ。だから新鮮でおいしい内臓を常に入手できる。そういう店だとわかっていれば、部位にもよるけれど生で内臓を食べることもありますよ。それでも腸や後ろのほうの胃袋などは基本的にじっくり焼いて食べる派ですね。生っぽいとおいしくないし、もともと排泄物が通ってた器官を生で食べる気になはらないな。部位についての知識があると、生理的に「生食はちょっと……」と思う部分もありますよ。


  津田：なるほど……。しかし、お話を聞いていると「専門知識のない一般消費者が生肉の安全性を判断するのは難しい」という結論にしか行き着かない気がしてきます。


  山本：でしょ？ だから結局のところ、一般消費者は生肉を食べないほうがいいんですよ。「生食は禁忌」だという前提を忘れてはいけない。昔はそういう感覚が当たり前だったんだけれども、日本人がだんだん「一億総グルメ」みたいな状況になって、間違った知識が浸透してしまった。「いい肉を焼きすぎるなんて、もったいない」って言うくらいなら許容範囲だけど、生となるとね。生肉の危険性を理解したうえで、どうしても食べたいのであれば、「リスクが高いのはわかっているけど、ちょっと冒険してみよう」と、自己責任で味わうべきなんです。リスクがあるからこそ、おいしく感じるってこともあるからね。ちなみに僕は野生の鹿や熊の肉いわゆるジビエが大好きなんだけど、これは絶対に生食してはダメ！ 猟師さんが「ほら、刺身でいこうよ」と出してくれると、断りにくい場合は「覚悟を決めていくか……」と食べてしまうこともあります。でも本来はNG。肝炎になったり、ひどい寄生虫症にかかる可能性もありますから。


  津田：生肉が危険、というのは牛に限ったことじゃないということは当然、豚の生肉もNGですよね。


  山本：はい、絶対にダメです。恐ろしいことに最近では、豚肉をしれっと刺身で提供する店が結構ありますね。でも、豚って「HEV（Hepatitis E virus）」E型肝炎ウイルスを持っているおそれがあるから、生で食べると感染する可能性があるんですよ。[*12]


  津田：あれ？ でも、豚料理専門店とか行くと、お店のメニューとかチラシに「これはSPF豚で無菌だから大丈夫」と謳って生の豚肉を提供している店がありますよね。あれはどうなるんですか？


  山本：無菌の豚なんてこの世に存在しないよ！（笑）。そもそも「SPF豚」というのは品種じゃなくて、豚が冒されやすい病原菌から守るように育てられた豚のことなんだよね。まず、帝王切開で母豚の子宮ごと子豚を取り出して、一定の年齢まで清潔度の高い畜舎で育てる。でも、育っていく過程では当然、一般細菌類は付着します。食べる側にとっては普通の豚と変わらないんですよ。それを「SPFで無菌だから生でも大丈夫」と宣伝している店がまだたまにあるんだよね。僕はそういうのを見つけるたびに「これは無菌豚じゃないですよ」と店主に指摘するんだけど、向こうはニコニコしながら「いいえ、大丈夫なんですよ」と答えるんです。いやいや、全然大丈夫じゃないよ、っていう。


  津田：となると、一部の店でいまだに提供している豚のレバ刺しは……。


  山本：「豚のレバ刺しは、牛と違って規制されていないから、安全だ」。そう考える人もいるかもしれないけど、まったくそうじゃないですね。店の本音は「安全性は保証できないけど、提供しちゃってます」ってところでしょう。豚の内臓には、さっき言った肝炎を引き起こすHEVが含まれているリスクもあるし、カンピロバクターや大腸菌が混入していることもある。だから本当はよくないんですよ。「牛肉では死者が出ていて、一方の豚肉では死者が出ていない」。規制するか否かの分かれ目は、それだけなんだと思います。


  津田：牛肉もユッケでは死人が出たけれど、実はレバーでは誰も死んでいない。けれど今回、「生レバー規制」という縛りを設けたわけですよね。これによって今後、牛以外の食肉やレバー以外の部位にも規制が及ぶことはあると思いますか？


  山本：規制強化がほかの部位に波及してくることは十分にあり得る。食肉業者と飲食業者が今いちばん恐れているのは、まさにそこなんですよ。たとえば宮崎県や鹿児島県の飲食業者は「鶏の生食に飛び火するんじゃないか」と戦々恐々としてますよ。


  津田：あのあたりでは、鶏肉の皮面だけをあぶった「鶏のたたき」が郷土料理になっていますからね。


  山本：鶏はカンピロバクターに汚染されている確率が高いから、生で食べると食中毒になる可能性がどうしても高いんだよね。[*13] 僕自身、何度もあたっているし。


  津田：えっ……やまけんさんも食中毒に？


  山本：うん。鶏のたたきは、僕の大好物でもあるんですよ。あまりに好きで、ずーっと昔だけど、現地で鶏を処理した翌日にクール宅急便で送ってもらったことがあるんです。で、届いたその日に会社のスタッフと一緒に食べたんですよ。そしたら翌日、下痢と腹痛がきたわけ。お腹の痛みをこらえて出社したら、スタッフの半数以上も同じように苦しんでいて、彼らがネットで調べたカンピロバクターのページを指差してきた。「やまけん、これじゃないの？」って。


  津田：それは大変でしたね……。


  山本：鶏の生食では、そんなことがよく起こる。地元の人たちは、のた打ち回るような腹痛を覚悟したうえで食べているわけです。これは繰り返し言いたい。「食べる自由」って、それによって生じるリスクと引き換えに得られるものなんですよ。でもこの国では、リスクが許容されにくいんですよね。


  津田：「焼肉酒家えびす」の事件は、そうしたリスクを最悪の形で改めて顕在化させたわけですね。本来ならば、この事件が生食にまつわるリスクを考え直すきっかけにしなければいけないわけですが……。


  山本：厚労省も今回の規制に関しては、「未来永劫、レバ刺しを禁止する」と言っているわけではなくて、「今後、研究などが進み、安全に食べられる方法が見つかれば、規制を見直していきたいと考えています」としています。[*14] 実際、放射線照射による殺菌方法を研究するとも発表している。[*15] これはまともなやり方だと思うし、一連の騒動の中で、唯一の救いと言えるよね。


  津田：僕はさんまの刺身が大好きなんです。だけど、さんまって足が早くて腐りやすいから、東京に住んでると僕が子どものころは刺身では食べられなかった。それが冷凍保存技術や流通が発達したおかげで、今では当たり前のように食べられるようになった。レバ刺しも同じように、国に対応を任せるだけでなく、食肉業界全体でコストを負担するなり、国から補助金を取るなりして、対応を進めることもできますよね。食文化をどう守るかという文脈で。


  山本：僕もそう思います。ただ、時間はかかるだろうね。現在、肉を含む食品の殺菌に使われているのは、「次亜塩素酸」です。アルコールに漬け込んで殺菌する方法もある。でもどちらの方法も、表面は殺菌できても、内部の食中毒菌は死滅しないというデータがあるんです。[*16] つまり、こうした従来の殺菌技術ではどうしようもない状況。新しい方法を模索するといっても、そう簡単にいくわけじゃないでしょう。「それでもやっぱりレバ刺しを食べたい」というのであれば、「生レバーを食べたい」という声を継続的に上げつつ、信頼して待つしかないんじゃないかな。


  津田：生肉にはコストがかかるんだし、リスクだってある。いつかレバ刺しが再び提供される日がくるとすれば、その頃には日本人の食に対する意識は変わっているのかもしれませんね。


  山本：その状況は大歓迎だし、むしろそうあるべきだと思いますよ。飲食業界の人たちと話をすると、「日本人の食に関するリスク感覚がどんどん低くなって、最近は地に墜ちてしまった感じがする」とよく聞くんだよね。これは非常によくない傾向だと思っています。


  津田：とはいえ、個人的には食に関するリスク感覚に疑問符をつけたくなるようなひどい事例は、海外のほうがむしろ多い気がするんですよ。たとえば中国。2007年末から2008年頭にかけて、中国産冷凍餃子が原因で10名が有機リン中毒になるという「毒入り餃子事件」が日本で起き、騒ぎになりました。[*17] 今年7月には、中国産粉ミルクやバターから発がん物質が見つかるという事件も本国で起きています。[*18] アメリカだって食をめぐる問題は、いろいろありますよね。そもそも食べ物といえば「ハンバーガーとコーラ」みたいな感じで、みんな成人病予備軍ってイメージじゃないですか。


  山本：それがね、アメリカの食にまつわる事情って、最近すごく興味深いんですよ。ニューヨーク市のマイケル・ブルームバーグ市長が今、「来年の3月から清涼飲料水の容器サイズを約470ミリリットル以下に規制する」という方針を打ち出しているんです。[*19] もちろん肥満対策だよね。対象になるのは砂糖の入った炭酸飲料水やスポーツドリンク、アイスティーなどで、レストランに加え、野球スタジアム、映画館、街中のスタンドでの販売も規制される。違反した場合、200ドルの罰金が科せられるというんだから、市も本気なんだなと伝わってきますよ。ニューヨーク市民からは案の定、「スーパーサイズの清涼飲料水を飲む自由を侵害された」みたいな批判が噴出しているらしいけど。それにアメリカでは日本よりもロビー活動が盛んで、ロビイストがすごく力を持っているでしょ？ だから大手の清涼飲料水メーカーやファーストフードチェーンも抗議活動をしているみたい。でもニューヨーク市側も、強硬な姿勢を崩さないんだよね。


  津田：なぜ肥満防止のために、そこまで徹底した規制を行うのでしょう？


  山本：アメリカは今、国民の医療費負担のせいで財政が破綻しそうな状態なんですよ。今年に入ってからアメリカの医療経済学者らが発表したところによると、同国の肥満人口は今後18年間で3000万人増加、肥満関連病の医療費も約44兆円（5495億ドル）増える見通しだというんですね。[*20] 国民の肥満はアメリカにとって、本当に切実な問題なんです。僕は今回の清涼飲料水規制はニューヨーク市長の英断だと思いますよ。


  津田：肥満関連病の医療費が44兆円増……。それはちょっと笑えない数字ですね。


  山本：アメリカではすでに類似の試みを行って、成功しているんです。「5 A DAY（ファイブ・ア・デイ）」って聞いたことあります？ 「野菜を1日でお皿に5サーブ食べなさい」という意味で、アメリカのPBH（農産物健康増進基金）とNCI（米国立がん研究所）が1991年に始めた健康増進運動なんだよね。なぜこんな運動が始まったか？ 当時アメリカではがんや成人病が死亡原因の高位になりつつあって、あと数十年で医療費がもたなくなると予測したからでしょう。そこで、どうすれば国民のがんや成人病の罹患率を下げられるのか研究したところ、食生活を改善し、野菜を食べればよいという結論に至ったらしいんですね。[*21] しかも、この運動によって、野菜の消費量が実際に増加したんです。以前は国民一人あたりの野菜消費量でいうと、日本のほうがアメリカより多かった。だけど1990年代後半、アメリカが逆転したんです。[*22] 今回の「スーパーサイズ清涼飲料水規制」でやろうとしているのも、これと同じ。ひとつの目標のために社会を変えようとなった時、アメリカでは国が国民を引っぱっていくパワーがすごい。


  津田：それが日本の政府だと、メディアや世論を過剰に気にしすぎたり、利害関係のある団体に配慮したり……。


  山本：日本もアメリカを見習ってくれたらと言いたいところだけど、この問題は難しいですよね。規制を行うとなったら、行政側は「これは正義だ」と信じて断行する。でも市民側はそれによって「自分たちの権利を剥奪された」と感じてしまうこともある。これは行政を動かす報道のあり方が問題、という話なのかもしれない。


  津田：結局また食を報じるメディアの問題に戻ってきちゃいましたね。ぶっちゃけ、やまけんさんはそのあたりをどうご覧になっていますか？


  山本：津田さんがさっき話していたウナギの価格高騰、あれをめぐるテレビや新聞の伝え方を見ていても、「日本の報道は稚拙だな」とつくづく思いますよ。テレビ番組をいくつか観てみたら、どこも口を揃えて「本当にウナギが獲れない、漁獲量が減っている」の一点張り。で、その対策として「フィリピン産やアフリカ産のウナギを輸入し、工夫しておいしく食べよう！」とか延々と言っているわけです。でもね、僕はは「漁獲量が減っていることを嘆く前に、なぜ減ったのか考えないんですか？」と問いたい。ジャポニカ種のウナギの漁獲量が減っているのは、日本が世界中で獲り尽くしてしまったからに決まってるんです。


  津田：日本人が異様にマグロ好きで、世界中でマグロを乱獲しているという話は僕も知ってましたけど、ウナギにまで手を伸ばしていたとは知りませんでした。


  山本：ウナギに限らず、水産行政に関しては、日本はヨーロッパから白い目で見られているんです。本来であれば「ウナギが減っているなら、獲らないようにしよう」と考えるべきなのに、正反対のことをしているしね。こんな考えのままでいたら、いつか全世界のウナギをわれわれ日本人が食べ尽くしてしまうかもしれない。そんなことになったら、「ウナギを全滅させた野蛮な国」の汚名を着せられてしまう。国民は日本が世界中の魚を獲り尽くそうとしているなんて、知らされていないよね。


  津田：乱獲してしまった魚を復活させることはできないのでしょうか？


  山本：まったく前例がないかといえば、そうでもないです。秋田県民はハタハタという魚が大好きで県魚にもなっているんだけど、そのハタハタが乱獲で激減したことがあったんです。その時、秋田県は自主的に「ハタハタを獲らない」という選択をしたんですよ。そして1992年から3年間、漁を自粛しました。[*23] すると漁獲量が復活して、今はまた秋田県民がで安く買えるようになった。県魚として復活したんです。「獲ってはいけない」と規制すれば、その間は消費者に痛みを強いるかもしれない。でも、やればできるんだったら、やるべきなんだよ。


  津田：特定の魚を数年間食べられなかったとしても、日本ではほかに食べるものはいくらでもあります。「またいつか食べられるようになったときに食べればいいじゃん」くらいに考えておけばいいんですよね。日本ほど食の多様性が担保されている国はないわけですから。


  山本：「世界のジャイアン」と悪名高いアメリカだって、「エスタブリッシュメント」と呼ばれるエリート層に限って言えば、食に対する倫理は日本より高い部分がありますよ。レストランのシェフたちも「絶滅の危機に瀕しているカスピ海のチョウザメから獲れたキャビアは扱いません」「漁獲量の減っているメカジキはメニューに載せません」と意思表示することがある。今年の7月1日には、カリフォルニア州でフォアグラの生産・販売を禁止する州法が施行されましたよね。[*24] フォアグラはガチョウや鴨の肝臓を肥大させたもの。飼育の過程では、嫌がるのをつかまえて餌を無理やり流し込んだりするんですよ。それが残酷だとして、今回のフォアグラ禁止法につながった。レストランにしてみれば、この法律によって売上がマイナスになるはず。でも「人道的でないから」という理由で規制を受け入れる懐の深さもある。もちろん「食の倫理」に決まった答えはないですよ。そもそも倫理ですから。フランスのようにフォアグラを「文化遺産」と認めるまったく違った価値観もある。[*25] 「いい」「悪い」の二択じゃ答えられない問題ではあるんです。


  津田：「食の倫理」か……。難しい問題ですね。


  山本：ちょっと信じられないことに、資本主義の象徴ともいえるマクドナルドでさえ、「食の倫理」をきちんと考えている少なくとも「考えている姿勢」を見せているんです。たとえばEU圏のマクドナルドでは、フィレオフィッシュに使う白身魚は「MSC」という団体 [*26] の認証を取得したものじゃないとダメと定められているんですね。「MSC」とは魚を獲り尽くしたり、環境を汚染したりしない「持続可能な漁業」を推奨する非営利団体。たとえば特定の白身魚を漁獲するとしたら、この団体はまず、その魚が該当する海域にどれだけ生息しているか調べ、獲り尽くすことのないような漁法を採用しているかチェックするんですね。一本釣りはOK、だけど根こそぎ獲っちゃう底引き網などの漁法はNG、といった具合に。で、業務改善に使われる「PDCAサイクル」に基づいて、漁獲計画を立て、それを実行し、結果を評価して改善していく。その結果、この漁業は「サステナブル」持続可能であると認めたものにだけ、認証を発行するんですよ。ヨーロッパ39カ国のマクドナルドでは、こうして取得したMSC認証のラベル付きフィレオフィッシュが売られている。ラベルこそ付けていないものの、すでに全世界の99％でMSC認証製品を使用しているとも言われているしね。[*27] 「マクドナルドは儲けばかり考えて環境を大切にしない」と、とかく叩かれがちです。だから「MSC認証を免罪符として利用したいんだろう」という穿った見方もできる。だけど日本の企業は、そういった努力すらしていないのが現状でしょ？ その原因は、やっぱりメディアが「倫理」という観点から食の問題を取り上げないことにあると思いますよ。この国はニュースバリューの判断基準がおかしい。


  津田：お話を伺っていて、「食の倫理」は、いろんな切り込み方ができるテーマだと思いました。やまけんさんが「倫理」という観点から食を考える時、一番重要なポイントはどこにあると思いますか？


  山本：まずマクドナルドの例で挙げたように、環境に配慮すること。環境汚染や資源の減少につながらないように、持続可能な生産方式を採ることが大事だね。第二に、産業に携わっている人たちが搾取されないこと。でも、これができていないんですよね。


  津田：と言うと？


  山本「フェアトレード」という言葉があるでしょ？ これは本来、「先進国は貧困に苦しむ途上国から搾取せず、フェアな貿易を行いましょう」という意味合いで使われる言葉です。だけど今、日本国内でもフェアじゃない取引が横行しているわけですよ。農作物が極端な安値で買い叩かれて、生産者が農作物の再生産に必要なコストを確保できないくらいになっている。具体的に言えば、牛肉なんてまさにそうで、「焼肉酒家えびす」のユッケ事件以降、枝肉単価がどんどん下がっているんですよね。岩手県の牧場で育ててもらっている僕の短角和牛だって、枝肉価格で1キロあたり1000円という安価で取引されている。あのレベルの和牛が1キロ1000円なんて、ありえないですよ。原発事故のあった福島県に近い岩手県産ということで、放射能への不安から買い叩かれているんだとは思う。でも岩手県は四国と同じくらいの面積があって、北部にある牧場は福島〜東京間の距離より遠いんですよ。それなのに、原発事故の影響を受けていない地域でも肉が売れないということが起こっている。でも、大手スーパーなんかはそうして安く仕入れたはずの肉にも、店頭に並べる時は、普通の価格をつけるわけですよ。


  津田：つまり、業者には痛い思いをさせているのに、自分たちは儲けていると。そういう食品は多いのでしょうか？


  山本：わかりやすいのは、「台風落下りんご」ですね。「台風被害で木から落ちてしまって商品にならないりんごを、生産者のために買いましょう」。こんな宣伝文句をスーパーなんかで見かけることがあるじゃない？ あれは業者による巧妙な嘘だと僕は思っています。僕がりんご農家からよく聞くのは、台風で落下したりんごがあると業者がやって来て、それをとにかくタダみたいな安値で買っていく。「安くても売れないよりマシでしょ」という論理でね。でも、りんごを店頭に並べる時は、自分たちの利益をいつもと同じだけ乗せて売っているんだよ。そうしてりんごが売れたら、「いい話だ」とニュースで取り上げられたりする。だけど結局のところ、儲けているのはその末端業者つまり小売店だけ。りんごが売れても、生産者には二束三文分しか還元されていないんだよ。本当に生産者のためを思うなら、1玉30円の台風落下りんごより、その横で売れ残っている1玉100円の普通のりんごを買ったほうがいい。生産者に正当な利益が分配される商品は、そっちだからね。でも消費者は、台風落下りんごを買って満足しちゃう。安いし、人助けした気分にもなるし、本当に巧妙だと思うよ。


  津田：生産者が搾取されているこれを何とか解決することはできないのでしょうか？ たとえば、それこそ日経新聞とか読むと、「IT技術で農業が近代化され、儲かるようになる」的な記事がよく出てきます。実際、そうした事例は2009年の農地法改正以降、ここ数年メディアでいろいろ取り上げられるようになっていますが、このあたりについてはいかがですか。


  山本：ああいうのを観ると「これは確信犯的な世論誘導じゃないか」と思ってしまうよね。農業の先進事例として特殊なものを挙げ、「こういう人たちがたくさん出てくればいい」ともてはやすのは問題です。農業を実際やっている側からすると「あまりに極端な事例」であることが多いですから。だけど、一般の人は「こうすれば、日本の農業の未来は明るくなる！」と錯覚してしまう。農業は人類最古の産業なんです。効率を上げるにはどうしたらいいか、最適な流通はどんなものかといったことは、これまで先人たちが気の遠くなるような長い年月をかけて試行錯誤してきている。その結果、今のやり方にたどり着いたわけですよ。問題は農業の構造にあるのではなくて、食べ物の価値が不当に低く見積もられていて、生産者や流通業者にまともなお金が還元されないこと。それに尽きますね。だからITで効率的に生産しようとしても、そのコストを回収できるお金がもらえなければ意味がないんです。


  津田：では、ズバリ、日本の農業はどうすればもっとよくなっていくのでしょうか。


  山本：何度も言うようだけれど、食をめぐる問題で俺がまずいと思っているのは、マスコミの報道のあり方と、底を知らない「食のデフレ」です。「農業をやりたい」という若者が少ないのは「儲からないから」でしょう？ だったら彼らの懐に入るお金が多くなるように、食品価格を上げるべきです。最低でも今の2倍くらいにすべきだと思いますよ。そう書くと、必ず「庶民の敵」だって非難されるんですけどね。


  津田：やまけんさんの主張は『日本の「食」は安すぎる』（講談社プラスアルファ新書）[*28] という著書を書いた2008年から、変わらず一貫していますよね。日本では食品の価格が安すぎる。普通にやってたら儲けが出ない構造だから、問題が起きるんだと。


  山本：そうですね。今執筆を予定している続編では、食の価格問題にさらに深く切り込むつもりです。日本では家計の消費支出に占める飲食費の割合「エンゲル係数」が高いといわれる。でも、実際にはこの20年くらい、エンゲル係数は横ばいなんですよね。[*29] というより、購入する食材の金額がどんどん下がってきている。その中で調理済み食品の割合が伸びている。これは憂うべき事態ですね。


  津田：自分で料理をせず、調理済み食品に頼る人が多くなっている。


  山本：そう。「アメリカ型の食生活になっている」とまでは言わないけれど、「素材を刻んで料理する」ことをしない人が増えている。おそらく日本では今後、成人病人口やがんの発生率は上がるでしょうね。結局、人の健康にもっとも大きな影響を与えるのは、食生活なんですよ。飲食店で出てくるサラダを食べて、野菜を食べた気になっちゃダメ。たとえば、ファミレスや牛丼屋チェーン店の定食に付いてくるサラダがあるでしょ？ あれは工場で野菜をカットし、殺菌のために次亜塩素酸水に1時間程度漬け、さらに時間をかけて洗い流してから脱水したものです。つまりサラダとして提供されるまでの過程で、野菜に含まれる栄養価の相当量が水に溶けて失われているわけですよ。それを食べて「今日は必要な分量の野菜を食べたから大丈夫」なんて言うのはどうなんだろう。また、最近では「自分で作るより、パッケージに入って売っているもののほうが安全管理をしているはず」という考え方の主婦も多いと聞きます。おかしいよね。僕からすれば、他人の手が入っていればいるほどリスクが高まる。生のものを買って自分で調理をするのが、結果的にいちばんリスクの低い方法のはずなんです。そういう意味でも、日本人の食に対する意識は低下していると思いますよ。


  津田：消費者の食に対する意識が低下し、目の前の「安さ」や「食べたい欲求」を追求すれば、生産者を追い詰め、食文化を脅かすような規制ができ、自分たちの健康さえ危険にさらすような事態を招く今日の話はすべて根底でつながっているんですね。


  山本：そう。消費者が食に対して倫理を持たず、自分たちの欲望のおもむくままになれば、それは最終的に「食のリスク」となって自分たちのところに返ってきてしまう。一人でも多くの日本人がそのことに気づき、自分で食を選択するようになれば、日本の食は再生するし、今ある食文化も守られていく。俺はそう思っています。


  津田：食を提供する側だけでなく、消費する側も、意識改革が必要だということですね。今日は興味深いお話をありがとうございました。


  



  [*1] http://www.fujitv.co.jp/b_hp/shin2001/index.html


  [*2] http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/2r9852000001cl7c-att/2r9852000001clbc.pdf


  [*3] http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/2r9852000002e1r3.html


  [*4] http://sankei.jp.msn.com/life/news/120727/trd12072713370009-n1.htm


  http://sankei.jp.msn.com/west/west_affairs/news/120522/waf12052208310002-n1.htm


  http://sankei.jp.msn.com/west/west_affairs/news/120508/waf12050819350025-n1.htm


  http://business.nikkeibp.co.jp/article/report/20120210/227090/


  http://mainichi.jp/select/news/20120711k0000m040152000c.html


  [*5] 本メルマガでは、やまけんさんへのインタビューをvol.10とvol.11で前後編に分けて掲載し、大きな反響を得た。vol.12にはやまけんさん本人による「やまけん氏による農業インタビュー補記」を掲載した。


  ・vol.10

  http://yakan-hiko.com/BN90


  ・vol.11

  http://yakan-hiko.com/BN125


  ・vol.12

  http://yakan-hiko.com/BN131


  [*6] http://www.mhlw.go.jp/qa/syokuhin/campylo/


  [*7] http://www.47news.jp/CN/201105/CN2011050201000656.html


  [*8] http://www.kokusen.go.jp/news/data/n-20080930_1.html


  [*9] その後、亡くなった男児の両親がメーカーを訴えたものの、1審、2審ともに「メーカーに責任はない」という判決が出ている。


  http://sankei.jp.msn.com/affairs/news/120525/trl12052514320009-n1.htm


  [*10] http://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/iyaku/syoku-anzen/chissoku/jimu080508a.html


  [*11] http://www.tbs.co.jp/company/pdf/asazuba_report_20071116.pdf


  http://ja.wikipedia.org/wiki/TBS%E4%B8%8D%E4%BA%8C%E5%AE%B6%E6%8D%8F%E9%80%A0%E5%A0%B1%E9%81%93%E5%95%8F%E9%A1%8C


  [*12] http://www.mhlw.go.jp/houdou/2003/08/h0819-2a.html#10


  [*13] http://www.mhlw.go.jp/qa/syokuhin/campylo/#q5


  [*14] 厚労省は以下のページのQ2でそのように答えている。


  http://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/shokuhin/syouhisya/110720/qanda.html


  [*15] http://www.yomiuri.co.jp/science/news/20120728-OYT1T00445.htm


  [*16] http://www.fukushihoken.metro.tokyo.jp/shokuhin/anzen_info/nama/files/gyousya.pdf#page=2


  [*17] http://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/iyaku/syoku-anzen/china-gyoza/


  [*18] http://sankei.jp.msn.com/world/news/120723/chn12072314250000-n1.htm


  [*19] http://mainichi.jp/select/news/20120602k0000m030012000c.html


  [*20] http://www.cnn.co.jp/usa/30006501.html


  [*21] http://www.5aday.net/movement/index.html


  [*22] http://vegetable.alic.go.jp/yasaijoho/nousui-kara/0604/nourinsho1.html


  [*23] http://abchan.job.affrc.go.jp/digests19/details/1952.pdf


  [*24] http://jp.reuters.com/article/oddlyEnoughNews/idJPTYE86103320120702


  [*25] http://digital.asahi.com/articles/TKY201111100643.html


  [*26] http://www.msc.org/


  [*27] http://eco.nikkeibp.co.jp/article/report/20120307/111520/


  [*28] http://www.amazon.co.jp/exec/obidos/ASIN/4062724901/tsudamag-22


  [*29] 総務省の家計調査（昭和38年〜平成23年）をもとに、消費支出に占める食費の割合からエンゲル係数を算出すると、本文中に説明のあるとおり、20年間ほぼ横ばいとなる。


  http://www.stat.go.jp/data/kakei/longtime/index.htm#longtime


  



  ▼山本謙治（やまもと・けんじ）


  農産物流通・ITコンサルタント。野村総合研究所、ワイズシステム（現シフラ）を経て、株式会社グッドテーブルズを設立。主な業務は、農産物流通の戦略コンサルティング、食品商品開発・販売、トレーサビリティシステムのコンサルティング。著書に『日本の「食」は安すぎる』（講談社プラスアルファ新書）、『日本で一番まっとうな学食』（家の光協会）、『日本の食力』（家の光協会）などがある。


  ・ブログ「やまけんの出張食い倒れ日記」

  http://www.yamaken.org/mt/kuidaore/


  メディア／イベントプレイバック

  


  僕が出演した番組やトークイベントなどで、内容が面白かったものをテキストで読みやすく再編集してお届けします。原発・放射線の問題や政治全般、著作権、音楽の話までテーマは多岐にわたる予定です。〔毎号配信〕


  vol.42のゲストは、元浦和レッズの福田正博さんです。


  福田さんは、サッカーライターの島崎英純さんと二人で、有料メールマガジン「浦研プラス」を発行しています。同じメルマガスタンド・タグマ！から有料メルマガを配信しているという縁もあり、今回のメディア／イベントプレイバックを、「浦研プラス」×「メディアの現場」のコラボ企画として両メルマガに掲載することになりました。「浦研プラス」は浦和レッズの情報を中心に、試合レビューやQ&Aコーナー、ニュース、インタビュー、試合情報などコンテンツが充実しているので、サッカーファン、特に浦和レッズファンの方は要チェックです。


  島崎英純＋福田正博ウェブマガジン「浦研プラス」


  http://www.targma.jp/urakenplus/

  


  ※こちらのコンテンツは有料版（ http://www.neo-logue.com/mailmag/index.html ）に掲載されています。


  今週の原発情報クリッピング〔7月30日〜8月5日〕

  


  ここ1週間で話題になった原発・放射線に関するニュースの中から、特に注目すべき、読んでおきたいニュースを、アシスタントの小嶋裕一（@mutevox）が紹介します（※ニュースのリンクはリンク先の都合によりリンク切れになっていることがあります）。〔毎号配信〕

  


  ※こちらのコンテンツは有料版（http://www.neo-logue.com/mailmag/index.html）に掲載されています。



  津田大介のデジタル日記〔7月30日〜8月5日〕

  


  ツイッターでは書ききれない、いろいろな日常の記録やその時感じた思いをこちらに書いていきます。〔毎号配信〕

  


  ※こちらのコンテンツは有料版（http://www.neo-logue.com/mailmag/index.html）に掲載されています。



  特別企画「『おくの細道2012』スピンオフ〈思い出サルベージ東京報告会〉日記」

  


  この2月、ネオローグ一行で東北取材に行きました。その時に捉えた被災地の映像をもとに、僕のアシスタントの小嶋裕一（@mutevox）が監督し、東日本縦断ロードムービー「おくの細道2012」のDVDを制作しました。このコーナーでは、そのDVDに関する情報を期間限定で掲載していきます。〔不定期配信〕

  


  監督の小嶋です。この8月4日、東京都千代田区にあるアートスペース「3331 Arts Chiyoda」[*1] にて、宮城県・山元町で行われている「思い出サルベージ」プロジェクト [*2] の報告会が開かれました。これは津波にさらわれた写真を集め、きれいに洗浄して持ち主に返そうというプロジェクトで、『おくの細道2012』でも取材しています。『おくの細道2012』編集スタッフで、本メルマガvol.34で原稿を寄稿してくれたこともある [*3] 飯山りかさんが今回の報告会に参加し、その内容を日記にまとめてくださいました。「思い出サルベージ」プロジェクトは現地の方にとって、どのような意味を持っているのか飯山さんの日記をどうぞお楽しみください。


  



  ◆『おくの細道2012』スピンオフ〈思い出サルベージ東京報告会〉日記飯山りか


  ■8/2（木）20:30過ぎ


  東京。某TV局にて番組収録終了後、事務所へ戻る。「長岡まつり大花火大会'12」のUstream中継に間に合う。現地では映画『おくの細道2012』の共同監督であり、私の上司でもある金田浩樹が、縁あって配信ディレクターを務めているのだ。[*4]


  長岡まつりの大花火大会は、日本三大花火大会の一つ。太平洋戦争時代の空襲の犠牲者の慰霊の意味を込めており、また2005年からは新潟県中越地震など自然災害からの復興を祈願している。人々を思いやり、追悼するために花火を打ち上げるのだ。そして昨年は、東日本大震災への復興と追悼を表し、映画『おくの細道2012』でも取材している「南三陸ホテル観洋」[*5] にてUstream配信で生中継されたのだという。


  大会の大目玉である「フェニックス」と呼ばれる仕掛け花火が打ち上げられる。打ち上げ幅が2キロメートルを超える規模だ。会場からは平原綾香の『Jupiter』が流れ、観客の感嘆の声も大きい。中継を観て、私は今年訪れた南三陸で出会った人たちのことを思い出し、はっとした。今の今まで、私はすっかりそのことを忘れていた。今日だって、仕事の現場からの帰路では、スタッフのミスがどうした、とかいった話をしていた。テレビではオリンピックのメダルの色で沸き立っている。ネットではフジロックだとか反原発デモの話題で持ち切りだった。それ自体が悪いということではない。それだけではない、ということを今“思い出した”のだ。


  私は確かにフェニックスを見て、とても素晴らしい追悼の花火だと感動した。でもその感動の裏には常に「忘却」があって、『おくの細道2012』を作った者でさえ、少し気を抜けば簡単に「忘却」に飲み込まれてしまうのだという恐ろしさを実感した。「忘却」はいつでも忍び寄ってくる。だから、花火は毎年打ち上げられる。


  



  ■8/3（金）午前中


  一日中事務所を掃除する日。


  □18:00過ぎくらい


  Ustream中継「長岡まつり'12 大花火大会」の2日目。待機中の画面には、アナウンサーと解説者の上品な喋り声と、風鈴・蚊取りブタ・川面・青のグラデーションが美しい山ぎわなど、納涼感のある映像。タイムラインでは、個人の感想・“思い”などが待ちきれないとばかりに溢れ出す。


  今日の花火も素晴らしい。石巻・仙台・福島など東日本から「ご支援ありがとうございます」というお礼の花火も打ち上がった。松島をコンセプトにした花火は可憐で風流。どの花火にも思いが込められている。


  2日目のフェニックスを見ながら、明日のことを考える。明日は『おくの細道2012』でも取材している山元町「思い出サルベージ」の東京報告会にお招きいただいているのだ。小嶋監督・金田監督ともに地方出張中なので、私が代わりに行くことになっている。そこは山元町から東京へ避難されてきた方が、写真を受け取りに来る会でもある。


  



  ■8/4（土）11:40


  今日の会場「3331 Arts Chiyoda」地下1階に着くと、「思い出サルベージ」のスタッフである新藤さんが出迎えてくれた。壁の一画には山元町の広報紙「広報やまもと」が展示されている。地震直後に発行された「2011年4月号」は白黒・片面印刷。


  「思い出サルベージ」は映画『おくの細道2012』で詳しく取材されているが、ざっと説明すると、津波で流され、傷んだ写真をできるかぎりきれいに洗浄し、持ち主に返していくという活動だ。一番のポイントは、データ化した写真をさらにデータベース化し、タグをつけ、パソコン上で検索できるようにしているということだろう。そのシステムはかなり優秀で、顔画像認識を使った検索機能も備わっており、検索精度をゆるめに設定して、自分の写真だけでなく親族や若い頃の写真なども検索結果に出て、持ち主が見つかるようにできているのだ。


  入り口近くのテーブルでは、アンドロイドタブレットの画面をめくる2組のお客さん。紙に書かれた地図にはABC……といったエリア分けが書かれており、具体的な範囲を指定すると、そのエリアで発見された写真リストが出てくる仕組み。


  このエリア指定は行政区分でもローカル区分でもなく、おそらく自衛隊が作ったものではないか、とのことだった（自衛隊と写真収集の経緯については映画『おくの細道2012』で詳しく語られている）。2組のうち1組は30代のご夫婦と小学校低学年の男の子、3歳くらいの女の子の4人家族。タブレットに表示されたたくさんの写真を眺めて、声を上げて喜ぶお母さんと男の子。彼らに写真をゆっくり見てほしい、とお父さんが女の子のお相手をする。このご家族の小さな団らんは、山元町で今は見ることができない。


  「我が家の鉄筋が丈夫だったので、最後までみんなの目印になっていました」とスタッフに説明するお母さん。タブレットを見つめる目はとても真剣。自分の母親の写真を見つけて喜ぶ一方、亡くなった親類の写真を見つめ、悲しみを振り払おうとする場面もあった。明るく元気に振る舞っているが、たくさんの知り合いを亡くしているのであろう。私からは見えないけれど、きっとタブレットの中にはいっぱいの“思い出”が映しだされている。


  私は東京出身なので、核家族が当たり前だけど、そうではない家族だってたくさんあるはずだ。親族などの写真も予想外に多く見つかり、感心するお母さん。「ハードディスクごと持って帰れば？」というお父さんの一言に、ワハハとみんな笑った。もう1組のお客さんは、若い女性の一人客。やはりアンドロイドタブレットの画面をめくって見ていたが、ふと顔をあげ、隣にいるお母さんに話しかける。実はお2人は共通の知り合いがいる、ごく近い地域の方だったのだ。地元話に花を咲かせる2人。


  「写真が見つかるかもしれない」と聞いて東京のど真ん中にやってきて、偶然出会った2組は、つかの間の再開を楽しんでいるかのようだった。


  □11:55


  『おくの細道2012』宣伝担当の野崎さん到着。


  □12:10


  『おくの細道2012』でインタビューを受けていた柴田さんと初対面。『おくの細道2012』を編集している時、映像の中に映る柴田さんの言葉を何回も聞いた。「一見冷たそうなITが、“思い出”というあいまいなソフトを与えることによって、こんなにも役に立つんですよ」の名言を残した方である。


  □12:10


  以降スタッフの新藤さんが洗浄済みの写真を見せてくれた。とてもきれいに洗われており、泥や砂などは一切ついていない。一部ほかの写真と癒着したり、水分を多く含んだりしたであろう部分は、真っ白く色が飛んだり、絵の具を混ぜたようなインクの模様に変わったりしている。収集された写真は、個人が写っているものより、集合写真などのほうが被写体が見つかりやすい。学校行事やイベントなどで、複数人が所有しているものだからだ。反面、持ち主が特定しづらい。そのため、自分が持っていた集合写真かもしれないが、持ち帰りを遠慮する方が多いという。「私よりもこの写真を必要としている人に持ち帰ってほしい」という思いやりの心からだ。


  そこで「思い出サルベージ」では、学校でもらう「卒業アルバム」をカラーコピーしたものを冊子にし、該当者にはお土産として必ず渡すという。ただし、いくつか問題がある。学校がまるごと被災してしまい、アルバムが存在していない場合だ。また、“個人情報”取り扱いの観点から、「卒業アルバムを配布する」という行為に抵抗感を持つ学校もあるという。たいていの場合、隣の学校が許可を出したと聞き、じゃあ、と許可を出す学校が多いそうだ。


  「思い出サルベージ」の活動の最も大きな特徴は「思い出のデータベース化」だ。“思い出”の写る写真は個人情報ともいえるし、卒業アルバムなどは昔の物になれば住所などが載っていたりもする。その点を指摘し始めると、「思い出サルベージ」の活動そのものがグレーゾーンともいえる。とはいえ、大切な思い出が泥と水に失われるのを黙って見てはいられない。


  柴田さんは、道端に落ちていたアルバムを見つけ、何日も悩んだことがあるという。「このアルバムを洗浄するべきか／せざるべきか」……今、大切にすべきことは何か？ 写真1枚にも、彼らは気を配っている。


  「salvage（サルベージ）」＝「（ダイバーによる沈没船の）引き揚げ（作業）、（火災・災害などでの）人命救助」。


  □12:35〜


  若い女性が何人かやって来て、会場設営の最終段階。柴田さんは大妻女子大の准教授なので、もしかしたらご自身のゼミ生さんなのかもしれない。華やかな雰囲気に心が和む。


  □13:07〜


  受付にお客さんの列。20代の若者・若い家族、40〜50代の男性などさまざま。最終的には50人前後が着席する。みんな山元町出身で東京在住の方なのだろうか？


  □13:14〜


  東京報告会開始。すごく厳密にいうと、日本社会情報学会・災害情報支援チーム「思い出サルベージ」の、東京における報告会とのこと。だいたい下記のような報告内容。


  ----------------------------------------------------------------------


  【2011年の8/4は何をしていたか振り返ってみる】


  ・スタッフのメールボックスから、昨年の8/4はどのような状況で活動していたのかを振り返ってみる。8/4は三十数通の受信メール。テレビ取材、インタビューなどを申し込まれていた時期のようだ。


  ・お盆に例祭が開かれる。「このころは生活基礎なども落ち着き、思い出を振り返る時期でした」（柴田）


  【震災前と震災後現在の人口の変化】


  ・震災前＝16000人 ／ 震災後＝14003人


  「ただしこの数字は行政記録（住民票）によるもの。変更手続きをしない状態で引っ越された方もいるので、実際はもっと少なくなっているはずです」（柴田）


  【柴田さんが山元町を訪れた回数など】


  ・昨年は東京から山元町に、58回訪れた。「驚きの交通費でした」（柴田）


  ・某財団からの研究助成金を山元町復興に利用（もともと研究のためのものだが、財団が許可してくれた）。


  ・科学研究費も同上。「ただしこちらは費用の半分しか復興に使えなかった。半分は『研究と関係ない』と言われ、却下された」（柴田）


  【「思い出サルベージ」の始まり、どんな作業をしたか、これからの活動】


  ・ネーミングについて。「想」ではなく「思」なのは、常用漢字なので報道されやすいとメディア関係の知人に聞いたため。


  ・被災した写真の収集所で大きな山を見て、莫大な量を扱うには、情報技術を使っていく方法を考えた。写真の傷みも激しく、扱いをするにあたっても、慎重に意見を重ねた。また、持ち主への返し方も重要だと考えた。


  ・写真をデータベース化し、検索システムを作る。タグ機能も付ける。「タグ機能は、写真のデータに“思い”を付け加える方法はないかと考えて出てきたもの。“自分ではない別の人”が、“自分”のために写真にタグをつけてくれた証拠が、タグ機能を動かす」（柴田）


  ・顔画像認識について。ゆるやかな精度に設定して、検索者本人だけでなく親族も検索結果に出るようにする。検索者本人やその親族の若い頃の写真検索結果に出るようになっている。


  【これからの活動】


  ・「魂の返却」


  【支援の意味を問う】


  ・「町の存亡の危機はこれから来る」


  ・「なぜ私が支援するのか」「なぜここを支援するのか」「なぜこのように支援するのか」。この3点から、“支援の果実”を育てていかなければならない。


  ・「すべては当事者の利益へ」が最重要テーマ。


  ----------------------------------------------------------------------


  『おくの細道2012』を編集しただけでは気付かなかったことがあった。「タグ機能」の持つ意味だ。誰かが“私”の名前をタグ付けしてくれるからこそ、“私”は「私の写真を見つけることができる」。現実の誰かとのつながりが、タグを介して“思い出をサルベージする”機能として発動する。タグを付けてくれる“誰か”に支えられ、“私”は思い出を取り戻すことができるし、これからの“誰か”との関係をより大事にしたいと願う。これが柴田さんが本編で語っていた「“思い出”というあいまいなソフト」の本質であった。


  『おくの細道2012』のその後として付け加えるべきは、これからの復興のあり方だろう。山元町は震災に伴う人口流出で、若者・若い家族が多く出て行ってしまったという。


  もともと仙台市に通う勤め人のベッドタウンなので、勤務先から仙台市内の住宅が貸し出され、そちらに移り住んでしまう若い家族が多いとのことだった。


  「この前、5月にこちらのほうに来た時、とても美味しいホッキ飯を津田さんと一緒に食べました」と言ったら、大変喜んでもらえた。


  この町には産業がない。復興に至るまでは厳しい道のりだという。「某市と合併」という未来もないとは言えないそうだ。町の存亡の危機は、確実に迫っている。


  「『パソコンで検索できる』という話を聞いて、若い方がやって来て検索していきます。やはり若者が利用していますね」と、インターネットプロバイダ・ニフティ株式会社の田代さん。田代さんも『おくの細道2012』に出演していて、てっきり町の職員さんだとばかり思っていたら、違ったのだ。


  「最初はボランティアとして個人で山元町へ来ました。その時期はずっと町にいましたね。そのうち会社から、「お前は熱心にやっているようだから、その活動を促進する部署へ行って役に立ちなさい」と言われ、異動になりました。それでこの検索システムを作ったのがうちの会社なんです。1カ月ちょっとで作ったので、異例のスピードです」。


  印象的だったのが、富士フイルムのCMの話だった。震災直後の都内では、テレビで公共広告を出す「AC」のCMばかりが流れていた。こんな時にこんなCMは不謹慎、との批判を避けるため、各社一斉にCMを自粛した時期だったからだ。しかし、なんと山元町の地域では、富士フイルムが「写真が汚れても諦めないで！」というCMを流していた、というのだ。


  休憩をはさむ前に、「思い出サルベージ」が行った「仮設住宅返却会」のようすを記録したビデオの上映が行われた。「思い出サルベージ」が山元町にある浅生原東田応急仮設に出張訪問、住民に自分たちの写真を見つけてもらうというものだ。そのビデオ映像の中には、お年寄りの笑顔が溢れていた。


  「（電話をしながら）○○さん！ あんたの若い頃の写真があるよ！ もらっておくかい？ えっ？ 自分で見に来る？ わかった！」


  「今日私の誕生日なの。それで自分の写真を見つけたわ。ウフフ（写真を胸にそっと当てる）」


  「私が浮気した時の写真が出てきちゃったら困っちゃうわねー！ ワハハハハ」


  自分の写真を見つけた記念に、見つかった写真との記念写真を撮っている人たちもいる。映像は、地元の人の笑顔と笑い声に溢れており、素晴らしい内容だ。この時の参加者は40名、1000枚ほどを返却できたという。


  こういった表情は、『おくの細道2012』には映っていない。地元の人たちと築き上げた信頼関係があって、初めて収めることのできる場面だろう。私たちだって、みなさんの喜ぶすてきな姿を映像に収めたかった。でもこればっかりは、外から取材に訪れた身にはかなわない。


  「すごくいいビデオですね」と新藤さんに言ったら、エへへと笑って「今日の朝、8:30に完成したんです」と言った。本当はもっとちゃんと作りたいが、今日の報告会でどうしても上映したかったのだという。「このビデオは一般公開するのですか？」と聞いたら、今のところその予定はないとのこと。本当は一般公開したいが、「個人情報」だなんだと苦情を言う人が出てくるため、できないそうだ。「ここに映っている方は、そんなこと言わないんです。映っていない方から苦情が出るんです……」。新藤さんは、少し困った顔をしていた。


  こうした権利の問題は昨今、さまざまな映像メディアで話題になっており、難しい課題の一つだ。「思い出サルベージ」のような被災した写真返却のための検索データベース化や、それにまつわる報告ビデオ制作といった活動と、都会で問題視される権利の話を十把一からげに扱うことには、慎重にならなければならない。


  休憩をはさんで後半は、ボランティアの代表者報告会と、企業の報告会があった（企業の報告内容については前述のとおり）。3人のボランティア代表者が登壇し、いろいろなQ&Aに回答していた。印象に残った話を記録しておきたい。


  ----------------------------------------------------------------------


  ・実は写真をデジタル化するアイデアは、町の人から上がったアイデア。とても驚いたが、前に進むよりも、まず思い出や家族の絆を取り戻すのが必要だというのがわかった。写真がなく、お葬式さえもあげられない状況だった。写真はこんなに重要だったんだと気づかされた。（溝口）


  ・利用者の方が写真を発見する過程で「自分はこういう人間関係の中で生きていたんだ」「ここに自分のポジションが置かれていたんだ」と改めて気づく瞬間に何度か立ち合ったのが印象的だった。（溝口）


  ・仙台に住んでいたので、震災の影響は自分にもあったが、僕が一番苦しいと思うのは、家も家族も故郷もなくした山元町の人たちの苦しみを、永遠に理解しようがない、ということ。（郷古）


  ・ボランティア活動を通して、写真にできることの意味を考える時間が増えた。（郷古）


  ----------------------------------------------------------------------


  「山元町の支援のこれまでとこれから」というコーナーでは、『おくの細道2012』でサプライズ誕生日が行われた星さん、思い出サルベージの派生系団体「Lost & Found」[*6] の高橋さんの話を聞いた（※企業の活動紹介はこのコーナーで行われたが、内容の都合上、先に記述した）。


  星さんは「生活をどうしていくか、どうやっていくかがテーマになります。今年の9/29にはお祭りを開催します。こういったみんなが集まる場所にしていきたい。人口が減っていくのは止められません。JRの復旧は5年くらいかかります。記録上1400人が町を出、700人が亡くなりました。若い人は都会に勤めていますから、仙台へ行ってしまうのは普通のことです」と言った。


  星さんのお話を聞いて、『おくの細道2012』に登場する伊里前契約会の前会長・千葉正海さんの話を思い出した。[*7] 津田さんと一緒に5月、南三陸を訪れた時、千葉さんのお話を直接伺う機会があった。千葉さんもその時、コミュニティー再生には「私たちのこれまでと今後を話し合う場所」「みんなで一つのことを、みんなのために一所懸命取り組む祭」が非常に重要であると話していた。山元町でも同じことが望まれているのだ。


  「Lost & Found」は、写真に何が写っているか判別できない写真を使って国内外で個展やポスター作りなどを行っている団体だ。代表の高橋さんは「国内でも海外でも、世の中の人の震災に対する関心がどんどん失われている。これが現実。これからどうする？ というのが本当に大きな問題ですね」と言っていた。やはり「忘却」はどこにいても、誰といても確実に進んでいく。


  □15:50

  山元町の地元ラジオ「りんごラジオ」[*8] の生インタビューが突然スカイプで始まる。柴田さんが次々と会場にマイクを回し、元気よく受け答えする。インタビュー終了のタイミングでそのまま懇親会へ。


  □16:00〜

  懇親会乾杯の音頭もなく、ラジオそのままの勢いで懇親会開始。「思い出サルベージ」スタッフさんのゆるふわな雰囲気が、深刻になりすぎない明るい空気を生み出しているのかもしれない。これは自然にできあがってきた個性なのであろう。振り返ってみれば、これからの課題は大変大きい。企業は自分たちの得意分野についてなら協力できるが、町の経営に立ち入ることは難しい。3社とも今後の関わり方を提示していたが、それは「思い出サルベージ」の延長線上にある活動で、教育と関係していた。田代さんいわく「企業は動かせるお金が個人より多いといっても、経営陣が変わっただけで、ある日突然去ってしまうこともありうる。NPOなど継続的な関わりが可能な団体の関与も、非常に重要」とのこと。


  しかし、そもそも町の経営については、まだ誰もどうすべきかが見えていない。若者は出て行き、産業の復興も絶望的だ。写真の8割はいまだ返却に至らず、世の中は彼らを「忘却」し、存亡の危機はすでにゆっくりと始まっていた。『おくの細道2012』の編集チームは、ほかの取材先では聞かれなかった「過去を大事にするところから始める」という山元町の圧倒的個性に注目していた。「うちはまだいいですけど、ほかの小さな町はもっと困っています」と星さんは本編のインタビューで言っていた。他人を思いやる気持ちに溢れた人たちが向いているのは、決して過去のほうではない。未来へ向かうため、過去の思い出とまずしっかりとつながりを持たなければ、団結して未来へ向かうことが難しいのだ。


  「『子どもたち』がキーワードになると思うんです。子どもが元気にしているようす、成長する姿を見て、大人が『子どもたちを支えなくては』と立ち上がるようになればいいと思っています。それから、人が集まる場所を提供していきたい。9/29のお祭りでは、花火を打ち上げるんですよ。うちの町で花火を上げるってことは、すごく大きな意味を持っている。自分の家から花火が見えるんです。去年もやったんですが、今年もやります。40発くらいかな」。


  花火の重要性を星さんは熱く語っていた。すごく大事、と繰り返し言っていた。けれど実のところ、私にはその意味がよくわからなかった。私は「うちの町」を持っていない。私の住むニュータウンの住民は、必要最低限の決まりごとは共有しているが、人の入れ替わりも多く、職種も職場もまちまちなので、お互いあまり関わる必要がない。


  「自分の家から花火が見える」ことの重要性についても実感がない。近くの遊園地や高校の学園祭などの打ち上げ花火が、自宅のベランダから時々見えることもあったが、「ラッキーだなぁ」くらいしか感じなかった。しかし昨日の長岡まつりの大花火大会を思い出し、規模は違うが、同じ意味があるのかもと思った。みんなで協力して花火大会の準備をし、つながりを深め合い、空を見上げてそれぞれ思いを馳せる。それが明日の団結につながっているのかもしれない。星さんは「みんなで団結して『これをやりたいんです！』と町に言えるような意見を出したい。でも今はまだ、それができるところにありません。そこから始めたいんです」と言った。『おくの細道2012』でインタビューに答えてくれた伊里前の千葉さんも、町で一つの意見を出すことの困難さを語っていた。伊里前では、行政のやり方と地元のやり方で足並みがそろわず、コミュニティーが引き裂かれていた。だからか、山元町も伊里前も祭を大事にする。「まつり」は「祭（まつり）」であり、「政（まつりごと）」でもある。その土地で誰と、どう生きるか。長岡まつりの大花火大会も同じ。


  □18:00少し前

  解散。事務所に戻って本日の「思い出サルベージ」東京報告会の振り返り。


  □21:45

  新潟の映画館「十日町シネマパラダイス」[*9] にて『おくの細道2012』の上映が始まったもよう。お客さんはどのくらいいるのだろうか。長岡まつり花火大会の仕事を終えた金田監督は、十日町へ移動。『おくの細道2012』上映終了後、ティーチインの予定。本編はだいたい106分くらいだから、終わるのは……。


  



  ■8/5（日）15:30


  金田監督が事務所に戻る。「新潟はどうでしたか？」と聞いたら、「長岡まつり花火大会のUst中継はいろんな人が、いろんな場所から、いろんな思いで見てくれたみたいで、やってよかった。ニューヨークで観て泣いた！ って人もいたよ。写真も映像も、観る人のことを“思って”何ができるかが一番大事」。


  「十日町シネマパラダイスの上映・ティーチインも面白かったよ！ お客さんは少なかったけど、『おくの細道2012』とっておきの裏話ができたし、深い対話もした。もちろんたくさんの人に観てもらいたいけど、お客さんが少なかったからこそ、一人ひとりとじっくり向き合う機会が持てて、とてもうれしい。そういうことができる作品だからね」と言った。


  新潟県は大地震の経験もあり、今回の花火大会でも復興祈願をしていた。「話していてもわかるけど、十日町の人たちは痛みを知っている。だから、離れていても、苦しんでいる誰かを“思う”ことができるんだね」と金田監督は言った。


  



  [*1] http://www.3331.jp/


  [*2] http://jsis-bjk.cocolog-nifty.com/blog/


  [*3] 該当コーナーは「南三陸より〜『おくの細道2012』スピンオフ旅行日記」。


  http://yakan-hiko.com/BN459


  [*4] 当日の花火大会Ust中継はアーカイブされており、以下のページから視聴できる。


  http://nagaoka-ust.com/archives/2917


  [*5] 南三陸ホテル観洋の女将・阿部憲子さんには、本メルマガvol.29でもインタビューしている。


  http://yakan-hiko.com/BN393


  [*6] http://lostandfound311.jp/ja/


  [*7] 伊里前契約会の前会長・千葉正海さんには、本メルマガvol.29でもインタビューしている。


  http://yakan-hiko.com/BN393


  [*8] http://ringo-radio.cocolog-nifty.com/


  [*9] http://www.t-cinepara.com/

  


  「おくの細道2012」DVDは、こちらから通信販売でお求めいただけます！


  ■販売価格


  1000円（税込）※別途送料がかかります


  ■オンラインショップ


  ・名刺入れ専門店【mgnet】楽天市場店（クレジットカード、コンビニ決済、銀行振込、代金引換、楽天バンク決済、Edy決済）


  http://item.rakuten.co.jp/cardcase-mgnet/nl-0012-0101#cart


  ・名刺入れ専門店【mgnet】Amazonマーケットプレイス（クレジットカード）


  ※「出品者からお求めいただけます。」のリンクから「mgnet」のストアをお選びください。


  http://www.amazon.co.jp/gp/product/B0085GP7WW


  ・「おくの細道2012」公式サイト（PayPal、クレジットカード）


  http://okuno-hosomichi.tumblr.com/Buy


  ・KINOKUNIYA BookWeb（クレジットカード、代引、紀伊国屋ギフトカード）


  ※1,500円（税込）以上のお買い上げで送料無料です。


  http://www.kinokuniya.co.jp/nb/bw/special_products/okunohosomichi/index.html


  ■店頭での取り扱い全国の紀伊國屋書店旗艦店、東京・代官山の蔦谷書店、外苑前のワタリウム美術館、ヴィレッジヴァンガード高円寺店、西日暮里の古書ほうろう、渋谷のUPLINK FACTORYの店頭でも販売を行っています。詳しくは（ http://okuno-hosomichi.tumblr.com/post/22438079360/20 ）をご覧ください。

  


  ◆「おくの細道2012」感想募集中！ツイッターのハッシュタグ #okuhoso に、たくさんの感想をお寄せいただいています。本メルマガでもみなさまの感想を募集し、このコーナーで紹介させていただこうと思います。以下のフォームから、どしどしお寄せください！


  http://bit.ly/INNGZM


  メディア・イベント出演、掲載予定〔8月9日〜9月9日〕

  


  この先のメディア・イベント出演、掲載予定です。★は今号から掲載された新規情報です。〔毎号配信〕

  


  ※こちらのコンテンツは有料版（http://www.neo-logue.com/mailmag/index.html）に掲載されています。



  MIAUからのお知らせ

  


  僕が代表理事を務めるインターネットユーザー協会（MIAU）から、最新情報をお伝えします。〔毎号配信〕

  


  こんにちは。メルマガスタッフでMIAU事務局長の香月です。今回もニュースクリッピング形式でお送りします。といってもまたACTAの話です。なぜか急にネット上でACTA反対の機運が高まっているようです。


  ■第180回国会 外交防衛委員会 第8号（参議院）

  http://www.sangiin.go.jp/japanese/joho1/kaigirok/daily/select0104/180/18007310059008c.html


  先日参議院の外交防衛委員会で承認されたACTA批准ですが、そのまま参議院本会議でも可決されました。それによってACTA批准の舞台は衆議院へ移りました。しかし野党6党が内閣不信任決議案を提出したことにより、現在議論はストップしています。この議事録はその参議院防衛外交委員会の詳細な議事録です。前回のメルマガで山田奨治先生がまとめて下さったサマリーを紹介しましたが、今回はその公式な完全版です。


  注目すべきいくつかのやりとりを引用しましょう。


  （1）ACTAに批准するための国内法の整備は終了している


  ○山本香苗議員（公明党）：何か認識が甘いような気がしますが、今回、ACTAを批准することによりまして、今国会成立いたしました改正著作権法以外に新たな国内法整備というものは不要ということでよろしいですか。


  ○玄葉光一郎外務大臣：はい。おっしゃるとおり、本協定を我が国内で実施するために必要となる国内法令の改正というのは、暗号とかスクランブリングといった技術的手段を回避する装置等の製造規制を導入することのみで、先月、おっしゃったような今国会で成立した著作権法改正において手当て済みということでございます。そういう意味では、この著作権法改正で、我が国としては本協定上の義務は全て実施可能となっているというふうに承知しています。


  ○山本香苗議員（公明党）：逐条解釈みたいになっていますが、済みません。第二十七条なんですけれども、ここはデジタル環境における知的財産権に関する執行の規定が定められているわけですが、締約国は、商標権、著作権侵害行為に関し、オンライン・サービス・プロバイダーに対して権利保護に必要な情報を権利者が速やかに開示するよう命ずる権限、つまり発信者情報の開示というものを自国の権限ある当局に付与することができることとなっております。この規定がいろんな誤解があるのかどうなのかというところなんですが、この規定によって現在のネット規制が更に強化されるのではないかという不安があるわけですが、この点はいかがでしょうか。


  ○玄葉光一郎外務大臣：結論から申し上げると、現行の規制が強化されるということはありません。ACTAは、個人の正当なインターネット利用を制限したり、プロバイダーに対してインターネット利用の監視を義務付けているわけではないと。我が国におきましても、ACTA締結に当たり、先ほども申し上げましたが、個人のインターネット利用等に関する国内法令を変更する必要はないというふうに考えております。


  （2）オプションであった「著作権侵害の非親告罪化」は日本では行わない


  ○山本香苗議員（公明党）：確認ですが、大臣、今おっしゃっていただいたように、ここをてこにして今後著作権の非親告罪のための法改正を図るようなことは考えていないということでよろしいでしょうか。


  ○玄葉光一郎外務大臣：そういうことでございます。


  （3）特許権はACTAによる保護範囲外である


  ○山本香苗議員（公明党）：今ネット環境のことについて聞いてまいりましたけど、そのほかにもACTAについてはいろいろと不安な、懸念の声が上がっているわけなんですが、一つはそのネット規制のところだったんですけど、もう一つは、ACTAは医薬品やサービスなど幅広い分野を対象としていることからジェネリック医薬品の流通阻害につながる可能性があるということも指摘されておりますけれども、そういう可能性はないんでしょうか。ないというのであらば、その理由は何か、一緒にお答えいただきたいと思います。


  ○八木毅政府参考人：ACTAにおきましては、特許権はそもそも基本的に保護対象としておりませんことから、ジェネリック医薬品等特許権の問題には本協定は関与しないというふうに基本的に理解しております。また、ACTAは、商標権の侵害物品等への対応について規定するものの、認可されたジェネリック医薬品が正規の登録商標を付して販売、輸出入される場合はACTAの対象外でございまして、こうした正規のジェネリック医薬品の製造、販売がこの協定の結果、阻害されることはないというふうに考えてございます。


  



  ■8月7日（火）「海賊版拡散防止条約」（Dig | TBS RADIO 954kHz）


  http://www.tbsradio.jp/dig/2012/08/post-2086.html


  ■放送後記　8月7日（火）「ACTAとは？」（Dig | TBS RADIO 954kHz）


  http://www.tbsradio.jp/dig/2012/08/post-2088.html


  MIAU幹事の八田氏がTBSラジオ Digに出演し、福井健策弁護士とACTAについて解説をしました。福井先生が番組の最後に「MIAUは海賊党を目指しているんですか？」という質問をし、それに対して八田氏は「MIAU内にそれをやりたい人がいて、準備を進めている」と答えました。これは事実で、誰なのかはまだ明かせないのですが……（僕じゃないよ！）。


  実は日本には海賊党を名乗る団体がいくつかあります。僕がウォッチしているのは以下の2つの動きです。


  ■http://kaizoku.to/（海賊党）


  ■http://blog.goo.ne.jp/pirateparty_japan（日本海賊党準備委員会）


  政党の綱領などは自由なので、独自に進めていただければいいと思いますが、ただ「外国人参政権反対」とか「日本国民最優先社会の復活」というのを海賊党が掲げるのはどうなのかなーと私は思っています。


  



  ■「インターネットの自由を守れ」官邸前でNO ACTA！（OurPlanet-TV）


  http://www.ourplanet-tv.org/?q=node/1417


  ■「官邸前のACTA抗議活動に参加。話をさせて頂いた。人数が増えていてびっくり。（後略）」（三宅雪子議員ツイッター）


  https://twitter.com/miyake_yukiko35/status/232786152598429696


  現在総理官邸前で反ACTA抗議行動が行われている模様です。時間があれば取材に行きたいのですが……。


  



  ■Leak of TPP text on copyright Limitations and Exceptions（Knowledge Ecology International）


  http://keionline.org/node/1516


  ■Leaked: US proposal on copyright’s limits（Ars Technica）


  http://arstechnica.com/tech-policy/2012/08/international-trade-negotiations-reveal-uncertain-future-for-digital-fair-use/


  ■New Leaked TPP Text Puts Fair Use at Risk（Electronic Frontier Foundation）


  https://www.eff.org/deeplinks/2012/08/new-leaked-tpp-puts-fair-use-risk


  ACTAの次に来るのはTPP。そのTPPにおける「著作権の制限と例外」の項目のリークが出回っています。EFFはこれを受けて「フェアユース規定の危機である」という解説記事をアップしています。


  特別企画「希望の在りか〜死に続けるのでなく、生き続けるために」《第2弾》

  


  東日本大震災を経て、人々の社会に向き合う気持ちはどう変わったか。電子雑誌「NexT From JP.」でSNSと音楽をテーマにした僕の連載の担当ライターだった河野アミさんが震災から半年を経て、人々の心の揺れ動きに迫るインタビューをライフワークとして始めました。その第1弾としてアイドルの藤波心さん、作・編曲家の谷川賢作さん、音楽家の小室等さんに行ったインタビューを本メルマガvol.27（ http://yakan-hiko.com/BN369 ）に掲載したところ、大きな反響を呼びました。今回はその第2弾をお届けします。ふだん僕が行っているインタビューとのテイストの違いも感じながらお読みいただくことで、震災を考えるきっかけにしていただければ幸いです。


  ▼河野アミ（こうの・あみ）

  フリーランスライター。20代半ばから音楽系のインタビュー記事を一般誌やウェブにて執筆。現在はアプリ型電子マガジン「NexT JPN」にも編集者として参加。


  インタビューブログ「彼女たちの物語〜after 3.11」

  http://vitamigo.typepad.jp/herstory/


  Twitter：@vitamigo

  


  ※こちらのコンテンツは有料版（http://www.neo-logue.com/mailmag/index.html）に掲載されています。



  速水健朗の「本を読まない津田に成り代わってブックレビュー」《第25回》

  


  あまり本を読まない僕の代わりに、本好きで知られる編集者／ライターの速水健朗さん（@gotanda6）がおすすめの本を紹介する書評コーナーです。〔毎号配信〕

  


  ◆サッカーファンはデータジャーナリズムが嫌い？


  [Amazonで購入]

  『遠藤保仁がいればチームの勝ち点は117％になる』西内啓（ソフトバンク新書）

  →http://www.amazon.co.jp/exec/obidos/ASIN/4797369353/tsudamag-22


  今週取り上げるのは、西内啓氏の『遠藤保仁がいればチームの勝ち点は117％になる』（ソフトバンク新書）です。まずは読む前に本書の背景にある2つのキーワードを挙げておきましょう。「マネーボール」と「データジャーナリズム」です。


  マイケル・ルイスの『マネーボール』（RHブックス・プラス）[*1] を知っている人であれば、データ指標でスポーツを観る楽しさはわかるはずです。『マネーボール』は、メジャーリーグの貧乏球団、オークランド・アスレチックスのゼネラル・マネージャーに就任したビリー・ビーンが、統計的な手法を用いた野球データの分析をもとに、プレーオフ常連の強豪チームを作り上げていった様子を描いたノンフィクション。本書は、そのデータでスポーツを楽しむという手法を、野球ではなくサッカーで行おうという試みです。


  2つ目の「データジャーナリズム」ですが、これは本メルマガのvol.40 [*2] で八田真行氏が取り上げていた話題の言葉です。八田氏によると、データジャーナリズムとは「“数学、特に統計学の知見とコンピュータを使ってデータを分析する”というのが中核に据えられているジャーナリズム」であると指摘します。本書の著者である西内氏は統計学者です。統計学者によるデータだけを用いたサッカー解析まさにデータジャーナリズムです。


  八田氏は、データジャーナリズムの定義として、単にそのデータを披露するだけではなく、「さらに一歩踏み込んで、隠れている事実を外に出してやること」を挙げています。『マネーボール』のおもしろさは、選手の打率や打点よりも、出塁率と塁打数のほうがチームの勝利と直結する指標であるという「隠れている事実」に基づいて、無名で安値の選手をアスレチックスに集めて、めざましい結果を残すところにあります。


  本書が、データジャーナリズムとしておもしろいものになっているかどうかは、「隠れている事実」を発見できるかどうかにかかっています。その意味で、本書はデータでサッカーを見るという、まだ発展途上の分野でのデータジャーナリズムの実践において、ある程度は成功し、ある程度は失敗していると言えます。


  本書が成功しているのは、一流選手の一流たる由縁をきちんとデータで立証している部分です。本書のタイトルに挙げられている日本代表の中心選手でガンバ大阪の遠藤保仁 [*3] は、データ上ではどんな選手になるのでしょうか。遠藤の敵陣でのパス成功数はリーグトップの1007本で、二位の野沢拓也（ヴィッセル神戸）[*4] に120本の大差を付けています。成功率で言うと「84.6％」で「回数上位20人中3位」になるといいます。


  僕らサッカーファンは、遠藤が凡百のパッサータイプの司令塔ではなく、守備面でも貢献できるところに、彼のスペシャリティがあると考えています。それも本書はデータで立証しています。アタッキングサード（フィールドを3分割したエリアのうち、相手ゴール側のエリア）での遠藤のタックル数は「シーズン中17回（2位）」で、インターセプトも「15回（6位）」と攻撃的ミッドフィルダーの中では突出した数字を持っています。相手が攻撃に転じるのを最前線で防いでいるわけです。


  一方、データは僕らの印象とは異なる事実も指摘します。データ上では、遠藤が極端なショートパス主体の選手であると示されています。遠藤は「ショートパス」の成功数ではリーグナンバーワン。一方、ミドルパスになると5位、ロングパスになると19位と落ちていきます。僕は、遠藤が1人飛ばしのミドルパスやロングフィードやサイドチェンジなどを多用する“チラシ”が天才的にうまいプレイヤーという印象を持っています。しかし、データ上の遠藤は、ロングレンジのパスは他のプレイに比べて相対的に下手ということになるのです。遠藤が日本人のミッドフィルダーの中で圧倒的に優れている理由が、われわれサッカーファンの印象と異なるポイントにあることを示してくれるのも、データジャーナリズムの面白さでしょう。


  とはいえ、読者として求めてしまうのは、意外性です。つまり「隠れている事実」をどう見せてくれるかという部分。たとえば、遠藤よりも実は柏木陽介（浦和レッズ）[*5] が優れているという指標があると、とてもエキサイティングですよね。しかし、Jリーグで活躍している優れた選手はデータ的観点で見ても優れた選手というのが、本書の結論になっているように読めました。そう都合良くはいかないのでしょうが、この部分には物足りなさが残ります。


  そのあたりは、角度の付け方で多少変わったのかも知れないと思いました。たとえば、遠藤やジョシュア・ケネディ（名古屋グランパス）[*6] のような誰もがそのよさを知る選手ではなく、佐藤寿人（サンフレッチェ広島）[*7] のような、代表では不遇だけど、コンスタントに結果を出している選手がいます。彼のプレイヤーとしての特徴は、データ上から見るとどうなるのか。その考察は読んでみたいです。


  もちろん、ウケを考えれば遠藤の解析が正解です。その証拠に、僕はすっかりデータで見るサッカーに魅せられているのですから。その意味においては、本書はとても成功しています。一方、失敗しているのは、数字に寄りすぎている部分です。もちろん、データからサッカーを見るという試みなので、そこから離れるのは禁じ手です。僕が言いたいのは、データから離れろということではありません。


  八田氏は、データジャーナリズムのポイントとして「計量的なデータの分析」と「ビジュアライゼーションを重視している」ことを挙げています。ビジュアルライゼーションとは、つまりは「見える化」、図を使うことでわかりやすく伝えることです。本書は、もっとそこが欲しかったなあと思います。


  たとえば、『ワールドサッカーキング 2012年4月号』（朝日新聞出版）のダビド･デ･ヘア（マンチェスター・ユナイテッドの正ゴールキーパー）の特集記事では、デ・ヘアとジョー・ハート（マンチェスター・シティ、イングランド代表の正ゴールキーパー）の比較が、データとして示されていました。


  デ・ヘアのパス成功率はハートの2倍であり、ゴールキックからサイドにつなぐパスが多いことが、パスコースをグラフィカルに示した図とともに解説されています。デ・ヘアとハートのゴールキーパーとしての特徴は、このキックのコースを図解するだけでも一目瞭然です。数字というのは、図を伴うことでわかりやすくなります。本書の残念なところは、こうした図の利用がほとんどない部分にあります。


  とはいえ、サッカーというデータで示しにくいスポーツに、多くの仮説を持ってアプローチする本書が示した知性には、本当に脱帽します。本書はまったく新しいアプローチを試みた、まさにこの分野における唯一無二の存在なんです。アマゾンのレビュー [*8] を見ていると、サッカーというスポーツにデータジャーナリズムを持ち込むことへの拒否反応とも言えるコメントが並んでいますが、まさにこうした反発こそが、本書の成功の証しでしょう。


  現在のサッカージャーナリズムの主流は、極端な現場主義に向かいつつあります。そして、チームの半ばお抱えのようなライターによる詳細レポートが、ひいきのチーム単位で存在するといったタコツボ状況に向かってもいます。狭いところ狭いところへと追い込んでいくまるでモダンサッカーのような状況。本書は、そこからの大きなサイドチェンジとなる一冊です。この広大なスペースに出されたボールが、どのようにゴールに運ばれるのか。データサッカージャーナリズムの今後に大きく期待したいと思います。


  



  [*1] http://www.amazon.co.jp/exec/obidos/ASIN/4270100281/tsudamag-22


  [*2] http://yakan-hiko.com/BN627


  [*3] http://www.gamba-osaka.net/gamba/player/player7.html


  [*4] http://www.vissel-kobe.co.jp/profile/2012/player_08.html


  [*5] http://www.urawa-reds.co.jp/players/%E6%9F%8F%E6%9C%A8%E9%99%BD%E4%BB%8B/


  [*6] http://nagoya-grampus.jp/clubteam/players/kennedy.html


  [*7] http://www.sanfrecce.co.jp/player/top/hisato_sato.html


  [*8] http://www.amazon.co.jp/product-reviews/4797369353/


  



  [Amazonで購入]

  『遠藤保仁がいればチームの勝ち点は117％になる』西内啓（ソフトバンク新書）

  →http://www.amazon.co.jp/exec/obidos/ASIN/4797369353/tsudamag-22


  



  ▼速水健朗（はやみず・けんろう）

  1973年生まれ。石川県金沢市出身。フリーランス編集者／ライター。パソコン雑誌の編集を経て、2001年よりフリーランスに。雑誌や書籍の企画、編集、執筆などを行う。主な分野は、メディア論、書評、ショッピングモール、都市論、ビジネス系取材など。『思想地図β vol.1』のショッピングモール特集も監修した。最近は朝日新聞の書評欄「売れてる本」の評者を持ち回りで担当。主な著書に『タイアップの歌謡史』（洋泉社新書）、『自分探しが止まらない』（ソフトバンク新書）、『ケータイ小説的。』（原書房）、『ラーメンと愛国』（講談社現代新書）、共著書に『バンド臨終図巻』（河出書房新社）、『団地団 ベランダから見渡す映画論』（キネマ旬報社）など。TBSラジオ「文化系トークラジオLife」にレギュラー出演中。この4月から始まったNHKの番組「NEWS WEB 24」に、木曜日担当のナビゲーターとして出演中。8月10日、新著『都市と消費とディズニーの夢　ショッピングモーライゼーションの時代』（角川oneテーマ21）を刊行予定。


  ブログ：【A面】犬にかぶらせろ！　http://www.hayamiz.jp/


  ツイッターID：@gotanda6


  @sammy_sammyの週刊有料メルマガレビュー《第20回》

  


  僕の高校時代からの友だちで、ツイッターで有料メルマガのレビューを行っている@sammy_sammy。彼が購読中の有料メルマガの中から、面白かったものを毎週取り上げ、その内容をレビューします。購読する有料メルマガは随時増やしていく予定です。〔毎号配信〕

  


  ※こちらのコンテンツは有料版（http://www.neo-logue.com/mailmag/index.html）に掲載されています。



  プレゼントコーナー

  


  読者プレゼントのコーナーです。〔毎号配信〕

  


  ※こちらのコンテンツは有料版（http://www.neo-logue.com/mailmag/index.html）に掲載されています。



  ネオローグユニオン

  


  僕のアシスタントの香月啓佑（@kskktk）と小嶋裕一（@mutevox）によるオフトークです。〔毎号配信〕

  


  ※こちらのコンテンツは有料版（http://www.neo-logue.com/mailmag/index.html）に掲載されています。


  


  津田大介の「メディアの現場」は第1〜第4水曜日発行で月額630円。ご購読のお申し込みは、次のメルマガスタンドで。


  ●夜間飛行
 http://bit.ly/QKPF9h


  【夜間飛行のいいところ】

  ・メルマガが分割されずに届く（携帯電話で購読される方はキャリアの技術仕様によって分割される可能性があります）

  ・電子書籍フォーマット「EPUB」で読める

  ・ドコモとauでのキャリア決済が可能


  【決済方法】

  ・PayPal（クレジットカード）

  ・ドコモケータイ払い（スマートフォン決済には近日中に対応予定。現在はフィーチャーフォンのみ対応）

  ・auかんたん決済（スマートフォン決済にも対応）


  ●まぐまぐ
 http://bit.ly/S2sDWA


  【まぐまぐのいいところ】

  ・電子書籍フォーマット「EPUB」で読める


  【決済方法】

  ・クレジットカード


  ●タグマ！
 http://bit.ly/MuCiCB


  【タグマ！のいいところ】

  ・ウェブサイト上でブログのように読むことができる

  ・決済方法が豊富で、クレジットカードを持っていなくても購読できる


  【決済方法】

  ・クレジットカード（Visa、Master、JCB、AmericanExpress）

  ・コンビニ決済（セブンイレブン、ローソン、ファミリーマート、サークルK、サンクス、ミニストップ、デイリーヤマザキ）

  ・銀行振込（Pay-easy）


  ●BCCKS
 http://bit.ly/MjgGxU


  【BCCKSのいいところ】

  ・洗練されたデザインで本のように読むことができる

  ・スマートフォンのアプリで読むことができる


  【決済方法】

  ・クレジットカード（VISA、Master、JCB、AMEX、DINERS）

  


  ■ Web：http://xtc.bz/


  ■ Twitter：http://twitter.com/tsuda


  ■ Facebook page：http://www.facebook.com/daisuke.tsuda


  ■ Google+：http://plus.google.com/107266595111301357110


  ■ Ustream：http://www.ustream.tv/user/tsuda


  ■ Tumblr：http://tsuda.tumblr.com/


  ■ Flickr：http://www.flickr.com/photos/xtcbz


  ■ YouTube：http://www.youtube.com/user/xtcbz


  ■ Klout：http://klout.com/tsuda

  


  □ 発行元：有限会社ネオローグ　http://www.neo-logue.com/


  □ 発行責任者：津田大介（@tsuda）


  □ 編集：松本香織（@tekitoeditor）


  □ スタッフ：香月啓佑（@kskktk）、小嶋裕一（@mutevox）、相馬拓郎、岸良ゆか（@youdende）


  ※本メルマガに掲載される記事の著作権は（対談など一部のコンテンツを除き）発行元及び発行責任者に帰属します。記事の引用、転載、雑誌掲載などは事前連絡なくご自由に行っていただいて結構ですが、引用については公正な慣行、転載については常識の範囲内でお願いできれば幸いです。引用、転載、雑誌掲載いずれの場合も、本メルマガのコンテンツを利用される場合は出典を付記するようお願いいたします。


  ※このメルマガの発行日は第1〜第4水曜日です。ゴールデンウィーク、お盆、年末年始には、適宜、合併号を発行します。なお、取材期間などの関係で不定期に休刊することがあります。

